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＜連絡事項＞

· 1/5、6　法人研修実施予定

· 1/25、26　院内研修実施予定

· 明日、通所クリスマス会実施予定

· 12/25　こころすこやか財団にて、青陽館2階使用予定

· 1/4　新年互礼会にて、青陽館３階使用予定

＜利用者情報＞

本日、青明舎　餅つき大会に参加。

【デイナイトケア】

　田中　一　様：青陽館出発前、自分でコントロールして食べてきますと話して出かけている。餅を17個（内、汁粉2杯、雑煮2杯）食べている。移動の際に、見知らぬ人に“田面木公民館で何をやってるんですか？”と尋ねられ、「餅」とだけ答えていることあり。声をかけられた際にどのように対応するのか、SSTなどを通じて練習を行なう事が必要だと考えられる。長靴に穴があいており、「明日買いに行かなくちゃ」と話されている。

　高橋　洋子様：午前中、「調子悪い」「ふらつく」と話されている。バイタルサインに異常なし。午後には餅つき大会に参加されるが、餅9個（内、雑煮2杯）を食されている。

　　　　　　　　昨日、本日の餅つき大会に参加する為に長靴を購入して参加されている。

　稲垣　フキ様：会場までの移動の際に、スタッフが制止しても、ドンドンと歩いていってしまい、左折する車に巻き込まれそうになること見られる。周囲を確認して歩くように指導を行なっている。会場では、餅を11個（内、汁粉2杯、雑煮2杯）を食べている。「あと2～3個食べたい」と話されている。

　小向　武雄様：自ら餅つきを体験したいと話し、大きい杵で持ちつき体験されている。食べる際に黄粉や餡子をこぼし、衣類や座布団を汚すがそのままにしていることあり。スタッフよりティッシュで拭くよう介入を行なっている。

　奥山以依子様：食べる速度が速く、スタッフよりゆっくりと食べるように指導している。自分から「お腹いっぱいだからもういいです」と切り上げる事が出来ている。黄粉や餡子の入った皿をひっくり返し、衣類や椅子を汚すが、そのままにしていることあり。スタッフよりティッシュで拭くよう介入を行なっている。帰宅後、「来年も来たい」と話されている。

　【デイケア】

船場　幸子様：「私にも正月がきました」と話されている。

繁名　和恵様：昨日より現地解散を希望しており、スタッフより青陽館に帰ってくることを必要としている旨の説明実施。本日は欠席すると話されていた。本日デイケアに出席しているが、やはり現地解散して帰りたいと訴えて帰宅されたため、本日欠席の扱いとしている。

＜外来情報＞

船場　幸子　様～青山荘退所後に住むためのアパート探しを行なっている事を話している。外来担当医に通所クリスマス会の招待状を渡している。

山田　健次　様～朝はパンを食べていると話されている。年末につき２週間分の内服薬処方となっている。

柳町　信之　様～予約時間よりも２時間以上早い時間に来院されている。次回の診察予約からは、早めの時間に予約を入れてはどうか、本人様に確認するようにしていく。

小野寺　文明様～睡眠・食事は十分に取れているとのこと。19日に母様の面会に行って来たこと話されている。

山田　吉夫　様～ボーリングに行って来たことを話されている。月曜日と水曜日のデイケアを欠席した事を話されており、担当医よりデイケアのスタッフが心配していたのではないかと問うと、「休んでも相手にしないべ」と返答されている。

久慈　邦夫　様～自宅の大掃除は1人でやると話されている。

長瀬　紘一郎様～デイナイトケアのメンバーは、今日は皆で青明舎の餅つき大会に出かけたが、自分は食べられないので行かなかったと話されている。

上久保　善郎様～3週間分の内服薬処方となっている。次回1月13日診察の際に、採血・尿検査予定。

＜デイケア　事例検討＞

船場　幸子様（61）女性　統合失調症　青山荘入所中

本日の検討内容 ：治療計画の見直し

　青山荘退所予定日：H23.2.24

　　　　　　　　　　本人様は退所後アパートでの生活を希望している。家賃は3万円を目安としており、現在、アパート2箇所、パンションの計3箇所が候補として挙がっている。昨日アパートの見学にいっている。

現在の状態：・1人で考え込み、悩んでいる事がある

・何かがあった時にすぐに相談できない

⇒デイケアでは、話し掛けやすい人を見つけて話し掛けている事が見られるように

なっている

　外来受診では、外来担当医に退所に向けてアパート探しを行なっている経緯を

話すようになってきている

・不安が強い

・自己効力感に乏しい

　　　　　　・新しいことへの取り組みに抵抗を示す

悪化時の状態：・被害的思考の出現

⇒口調のきつさや、眼光の鋭さが見られるようになるが、言動に表れにくい

○今後の対応

【通所】

· 発言に曖昧さのあるときには、結論を明確にするように支援する

· 本人様の言動にフィードバックし、出来ている事は出来ていることを評価する

· 退所後の生活に向けて、具体的な生活に必要な知識や技術を身に付けるように関わりをもつ







